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Restructuring of the Life among
Diabetic Patients with Visual Impairment





な生活の改善を行うプロセスで､ それらは [状況の認知] [意味づけ] [編みなおし行動] から構成されてい
ると考えた｡ 外来通院している同意の得られた糖尿病網膜症患者10名を対象に､ 半構成的インタビュー法を
用いて､ 質的帰納的アプローチによる因子探索型研究を行った｡ 分析した結果､ 生活の編みなおしの [状況
の認知] として７つのコアカテゴリー､ [意味づけ] として７つのコアカテゴリー､ [編みなおし行動] とし
























































































































































Case 性別 年齢 糖尿病療養期間 視覚障害出現 視 力 家族 仕事
１ 男 60代 20年 １年 不明 独居 なし
２ 女 30代 11年 ２年 不明 同居 なし
３ 男 60代 15年 不明 不明 同居 あり
４ 男 60代 22年 ２年 不明 同居 あり
５ 男 30代 ７年 ７年 R)0.06 L)0 独居 なし
６ 男 50代 12年 ４年 R)0.4 L)不明 独居 あり
７ 男 30代 ５年 1年半 R)不明 L)0 同居 あり
８ 男 50代 17年 不明 R)0.08 L)0.1 同居 なし
９ 男 50代 18年 １年 R)0.6 L)0.6 同居 あり
10 女 50代 10年 10年 R)0.5 L)0.2 同居 あり








































































































































































































































































































































対象者 (No５) は ｢インターネットやったら
パソコンは自分の家においといて自分がさわ























































































































































ジ (願望) を抱いたりすることによって､ 過
酷な闘病生活に対処しようとする｣ と述べて



































































































どのように [意味づけ] を行うか､ すなわち
[意味づけ] の内容が重要であると考えられ
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